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 質問順番 質問者名

 
１番 永井　孝叔　議員

 
２番 大河原千晶　議員

 
３番 角田　憲治　議員

 質問順番 質問者名

 
１番 岡村　浩雅　議員

 
２番 加藤　誠一　議員



永　井　孝　叔　　議員 

 

 

１．上下水道施設の耐震化について 

 

　　　上下水道は、市民の生命や暮らしを支えるインフラであり、特に令和６年能

登半島地震では、上下水道システムの「急所施設」（その施設が機能を失えばシ

ステム全体が機能を失う最重要施設）や避難施設などの重要施設に接続する水

道・下水道の管路等について、耐震化の重要性が改めて明らかになったところ

である。 

　　　そこで、国ではこれらの耐震化状況について緊急点検を行い先般発表したと

聞くが、本市の状況について市長に伺う。 

　　　また、国ではすべての水道事業者や下水道管理者に対し、今般の緊急点検結

果を踏まえた「上下水道耐震化計画」の策定を要請しているが、本市では今

後、どのように上下水道事業の耐震化を推進していくのか併せて伺う。 

 

答弁を求める者　　市長 

 

 

２．福祉の充実について 

 

　　　近年、地域における福祉にまつわる生活課題は、多様化、複雑化している。 

　　　市民からは、急激な物価高で生活が困窮している、高齢で孤独や不安を抱え

ている、子供がひきこもり・不登校になってしまったなど、様々な悩みごとに

関して、どこに相談したらよいのか分からないとの声を多く聞く。 

　　　こうした中、下野市では昨年１０月に「福祉まるごと相談窓口」を開設し、

どこに相談したらよいのか分からない福祉に関する市民の困りごとを受け止

め、様々な分野の相談員と緊密に連携しながら課題解決に向け取り組んでいる

と聞く。 

　　　そこで、本市においても福祉に関する一元的な相談窓口を設置し、市民の人

権の擁護と社会福祉の一層の増進に努めるべきと考えるが市長の考えを伺う。 

　　　また、本市において重度心身障害者医療費助成事業については、「償還払い」

により実施しているが、障害を抱えている方やその家族から「現物給付」の要

望が出ている。このため、宇都宮市、鹿沼市、日光市、栃木市などでは重度心

身障害者医療費助成を「現物給付」としている。 

　　　そこで、本市においても障害者やその家族の手続きの不便さを解消し、生活

の安定と経済的負担の軽減を図るため、重度心身障害者医療費助成制度を「現

物給付」方式に改めるべきと考えるが市長の考えを併せて伺う。 

 

答弁を求める者　　市長 

 

 



３．教育行政について 

 

　　　文部科学省は、児童生徒の問題行動や不登校などの実態を調査した「令和５年

度　児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査結果の概要」

を２０２４年１０月３１日に公開した。 

　　　同調査によると、病気や経済的理由を除き、心理・社会的な要因などで小中学

校に年３０日以上登校しない不登校児童生徒数は、過去最多の３４万６４８２人

となり、前年度から４７，４３４人（１５．９％）増加。増加は１１年連続とな

っており、初めて３０万人を超えたとのことである。本市においても不登校は増

加傾向にあり、小学校の出現率は、平成２９年度の０．８０に対し、令和５年度

は１．４３にまで上昇している。中学校においても平成２９年度の出現率が 

　　４．２８に対し、令和４年度は７．９９、昨年度も６．４２と高い率となってい

る。 

　　　そこで、「誰一人取り残さない教育」を実現するため、どのように不登校対策に

取り組んでいくのか伺う。 

　　　また、現下の物価高騰を受け、学校給食費の保護者負担の軽減も大きな課題と

なっている。 

　　　高根沢町の給食費保護者負担額は、小学校が年間３６，３００円、中学校が 

４８，４００円。これに対し本市においては、小学校が４８，６２０円、中学校

が５７，２００円と大幅に負担額が高く、保護者から減額の要望が多く寄せられ

ている。 

　　　そこで、給食費の保護者負担の軽減についてどのように取り組んでいくのか伺

う。 

　　　さらに、さくら市内の公立学校に勤務する男性教諭がわいせつ未遂容疑で逮捕

されたとの報道があったが、今後どのように対処していくのか。また教職員への

指導を一層強化していく必要があると思うが、考えを伺う。 

 

答弁を求める者　　市長、教育長 

 



大河原　千晶　　議員 

 

 

１．さくら市の子どもたちを取り巻く今後の子育て環境は 

 

　　　①　市内民間保育園閉園に伴う市としての対応は。 

　　　②　“駅前の立地”という利便性から、それを失うことは市としても損失と考

えるが、駅前の魅力向上、活性化を推進していく市長としての考えは。 

 

 

答弁を求める者　　市長 

 



角　田　憲　治　　議員 

 

 

１．「地域計画」について 

 

　　　①　現状の取り組み状況について 

　　　②　さくら市農政との関わりについて 

 

 

答弁を求める者　　市長、農業委員会会長 

 

 

２．金龍橋－金枝橋間の道路改修について 

 

　　　①　現状の取り組みについて 

　　　②　今後の取り組みについて 

　　の考えを伺う。 

 

 

答弁を求める者　　市長 

 

 

３．市制２０周年記念への取り組みについて 

 

　　　①　さくら市誕生２０周年記念について 

　　　②　総合的にどのように展開するのか。 

　　　③　記念事業として何を考えているのか。 

　　　④　記念式典と招待者の範囲は。 

　　　⑤　２０周年記念後のさくら市市政をどう考えているのか（２期目の総括をふ

まえて）。 

 

答弁を求める者　　市長 

 



岡　村　浩　雅　　議員 

 

 

１．ＤＸ化の推進について 

 

　　　本市においてもＤＸ化が進んでおり、業務の負担軽減のためにも更なる推進

が求められる。そこで本市の現状と今後について伺う。 
　　　①　ＤＸ化の現状および課題は。業務軽減につながっているか。 
　　　②　今後の目標は。具体的な事業は。 
　　　③　茨城県下妻市では、現在、職員の半数がプログラミング不要で業務アプ

リを開発できる「ノーコードツール」を活用して自分の業務を改善できる

仕組みをとっている。そこで本市でも活用したらどうか。 
 

答弁を求める者　　市長、教育長 

 

 

２．地域の防犯体制強化について 

 

　　　昨今、首都圏において連続強盗事件が多発、また市内においても日中身元不

明者が訪問してきて、不安だとの声も頂戴している。そこで、地域の防犯体制

強化について伺う。 

　　　①　現在、市設置の防犯カメラの台数および運用状況は。 

　　　②　石破政権は、本年度補正予算、新年度予算において防犯体制強化のため

の予算を検討との報道がある。そこでこういった補助を利用し、行政区や

商店街への防犯カメラ設置への補助を実施したらどうか。 

　　　③　同様に青色回転パトロール車への補助を見込めることから、強化体制を

図ったらどうか。 

 

答弁を求める者　　市長 

 

 

３．帯状疱疹ワクチン接種について 

 

　　　本市においては、令和５年４月より帯状疱疹ワクチン接種補助を開始した。そ

こで現状及び今後について伺う。 

　　　①　帯状疱疹ワクチン接種の現状は。 

　　　②　帯状疱疹ワクチン接種においては、厚労省より定期接種化の方針が示され

た。しかし、定期接種となると、Ｂ類疾病に位置づけられ、国から一定程度

が交付税措置されるに過ぎない。 

　　　そこで、定期接種化後も現在の補助体制を維持すべきと考えるがどうか。 

 

答弁を求める者　　市長 



 

加　藤　誠　一　　議員 

 

 

１．さくら市第３次総合計画策定の取り組みについて 

 

　　　課題として認識された重点施策の設定等の対応を含め進捗状況は。 
 

答弁を求める者　　市長 

 

 

２．第２期さくら市まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みについて 

 

　　　第２期さくら市まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況は。 

 
答弁を求める者　　市長 

 

 

３．第３期さくら市子ども・子育て支援事業計画策定について 

 

　　　第３期さくら市子ども・子育て支援事業計画策定の現状、総括と今後のスケ

ジュールは。 

 
答弁を求める者　　市長 

 

 

４．終活支援について 

 

　　　終活支援の取り組みの状況と新たな取り組みは。 

 

答弁を求める者　　市長 


